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　安心安全な

　　　　　 　 まちづくり

　　　　南区長　小杉政已

禍も三年経てば

南保護区保護司会長　藤井一夫

　「三年ぶり」という言葉をよく聞くよう
になりました。2020 年 1 月に国内初のコ
ロナ感染者が確認されてからオリンピック
延期、緊急事態宣言、三密を避ける生活習
慣など記憶に新しいところでございます。
　私ども保護司会におきましても総会、会
議の開催方法の変更や啓発活動の中止に追
込まれました。
　更生保護サポートセンターはアクリル
板、除菌装置を設置し開所してきました。
　「禍も三年経てば用に立つ」とか　「石の
上にも三年」とか申します。
　コロナ禍での経験を活かし、名古屋保護
観察所のご指導のもと、区役所、警察署、
保護司協力会、更生保護女性会、協力雇用
主会、ＢＢＳ、少年補導委員会等々と連携
し諸活動を進めてまいりたいと思います。

　ごあいさつ

　
名古屋保護観察所長　横地　環

　保護司の皆様へ

　　　南警察署長　大熊博文

　南保護区保護司会の皆様におかれまして
は、平素より、罪を犯した人の立ち直りを
支える保護観察・生活環境調整の処遇活
動、そして犯罪防止活動等の地域活動をは
じめ、さまざまな更生保護の活動にご尽力
をいただき、心から感謝を申し上げます。
　近年の更生保護は、再犯防止を重視し、
地方再犯防止計画の策定などを通じて地方
公共団体との連携を強化しつつ、保護観察
対象者や満期釈放者への「息の長い支援」
に力を入れています。
　 そ し て ５ 月 ８ 日、 よ う や く コ ロ ナ が 5
類に移行し、地域活動の拡大発展が期待さ
れます。このような中、いろいろ課題もあ
りますが、皆様とともに、着実に前に進ん
でいければと思います。どうぞよろしくお
願いいたします。

　南保護区保護司会の皆様には、日頃から
更生保護活動や地域におけるパトロールな
どの犯罪予防活動にご尽力、ご協力をいた
だきまして、心から感謝を申し上げます。
　南区では、目指すべき姿を定義している

「南区将来ビジョン」において「災害に強
く安心安全なまち」を目標にかかげ、防災
と並んで犯罪や交通事故のないまちづくり
に取り組んでおり、保護司会の皆様のお力
が必要不可欠なものと思っております。
　これからも保護司会の皆様と連携しなが
ら、安心安全なまちづくりを進めてまいり
たいと思っておりますので、なにとぞご理
解とご協力を賜りますようお願い申し上げ
まして、簡単ではございますが、私のあい
さつとさせていただきます。
　どうぞよろしくお願いいたします。

　南保護区保護司会の皆様には、日頃から
警察行政各般にご理解、ご協力をいただき
厚くお礼申し上げます。
　また、更生保護や青少年の非行防止活動
等にご尽力されている皆様に心からの敬意
と感謝を申し上げます。
　南警察署では、ストーカーや DV、児童
虐待等への迅速な対応、特殊詐欺等の各種
犯罪の検挙、未然防止に署員一丸となって
取り組んでいるところであります。
　犯罪や非行のない地域社会を実現すると
いう意味において、保護司会の皆様と警察
が目指す方向は同じであります。
　今後とも、保護司会の皆様と連携・協力
しながら、安心安全なまちづくりに取り組
んでまいりたいと考えておりますので、よ
ろしくお願いいたします。
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令
和
四
年
十
一

月
十
一
日（
金
）　

安
城
市
民
会
館

サ
ル
ビ
ア
ホ
ー

ル
に
お
い
て
大

会
が
昨
年
度
に

引
き
続
き
規
模

を
縮
小
し
て
更

生
保
護
関
係
者

約
三
二
〇
名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

名
古
屋
保
護
観
察
所
長
の
挨
拶
に
続

き
顕
彰
式
が
行
わ
れ
、
南
保
護
区
保
護

司
会
か
ら
は
星
崎
学
区
の
石
濱
晴
康
さ

ん
が
法
務
大

臣
表
彰
、
笠

寺
学
区
の
淺

井
隆
宏
さ
ん

が
中
部
地
方

更
生
保
護
委

員
会
委
員
長

表
彰
を
受
彰

し
ま
し
た
。

令
和
三
年
十
一

月
十
九
日（
金
）　

午
後
一
時
か
ら

県
更
生
保
護
大

会
が
二
〇
一
〇

年
に
七
宝
町
・

美
和
町
・
甚
目

寺
町
の
合
併
に

よ
り
誕
生
し

た
「
あ
ま
市
」
の
甚
目
寺
公
民
館
に
お

い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
折
、
規
模
を
縮
小

し
更
生
保
護
関
係
者
約
三
二
〇
名
が
参

加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
名
古
屋
保
護

観
察
所
長
の
挨
拶
に
続
き
、
令
和
三
年

春
、
藍
綬
褒
章
を
受
章
し
た
田
中
正
子

さ
ん
（
大
磯
学
区
）、

令
和
三
年
秋
、
藍
綬

褒
章
を
受
章
し
た
森

須
美
子
さ
ん
（
宝
学

区
）
が
壇
上
で
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。（
右
の

写
真
右
か
ら
一
人
目
が
森
さ

ん
、
六
人
目
が
田
中
さ
ん
）

愛
知
県
更
生
保
護
大
会

  

令
和
四
年
度

  

令
和
三
年
度

　

令
和
五
年
五
月
十
八
日
午
後
二
時
か

ら
南
区
役
所
講
堂
に
お
い
て
令
和
五
年

度
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

当
日
は
気
温
が
三
〇
度
を
超
え
真
夏

を
思
わ
せ
る
暑
い
一
日
で
し
た
。

　

令
和
二
年
度
、
三
年
度
と
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
で
会
員
が
一
堂
に
会
し
て
行
う

こ
と
は
か
な
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
保
護

司
会
発
足
以
来
、
書
面
に
よ
る
総
会
は

初
め
て
の
こ
と
で
し
た
。

　

昨
年
度
か
ら
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
を
十

分
と
り
、
以
前
の
総
会
形
式
で
開
催
を

開
始
し
本
年
度
は
二
回
目
で
す
。

　

令
和
五
年
度
総
会
に
は
、
来
賓
と
し

て
名
古
屋
保
護
観
察
所
稲
山
耕
司
首

席
保
護
観
察

官
、
小
杉
政

已
南
区
長
、

大
熊
博
文
南

警
察
署
長
、

加
藤
徳
彦
南

保
護
区
保
護

司
協
力
会
長

代
理
、
伊
藤

一
孝
南
区
担

当
保
護
観
察
官
、
長
縄
大
樹
南
警
察
署

生
活
安
全
課
長
、
田
中
正
子
南
区
更
生

保
護
女
性
会
長
、
山
本
和
雄
南
保
護
区

保
護
司
会
顧
問
に
ご
臨
席
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

総
会
は
、
開
会
の
こ
と
ば
、
物
故
者

黙
祷
に
続
き
、
会
長
あ
い
さ
つ
、
来
賓

祝
辞
と
続
き
ま
し
た
。

　

会
長
あ
い
さ
つ
の
中
で
、
大
矢
副
会

長
が
こ
の
春
の
叙
勲
で
瑞
宝
双
光
章
を

受
章
し
た
旨
披
露
が
あ
り
会
場
か
ら
祝

福
の
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

　

引
続
き
四
年
度
受
彰
者
紹
介
、
新
任

保
護
司
、
退
任
保
護
司
紹
介
、
四
年
度

の
事
業
報
告
、
決
算
、
五
年
度
事
業
計

画
、
予
算
が
満
場
一
致
で
承
認
可
決
さ

れ
、
本
年
度
の
方
針
が
決
定
さ
れ
ま
し

た
。

南
保
護
区
保
護
司
会
総
会

南警察署長南区長

首席保護観察官

右から舟橋さん、田中更女会長、淺井さん
石濱さん、保護司会長

令和 5 年度
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南
区
民
ま
つ
り

　
　
　

薬
物
乱
用
は　

ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。

ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。

　

令
和
四
年
十
一
月
十
三
日(

日)

に
南
区
民
ま
つ
り
が
、
三
年
ぶ
り
に

日
本
ガ
イ
シ
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
一
体

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

保
護
司
会
の
ブ
ー
ス
で
は
、
啓

発
活
動
と
し
て
薬
物
乱
用
防
止
活
動

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
催
し
ま
し
た
。

薬
物
の
恐
ろ
し
さ
と
弊
害
を
紹
介
し

た
パ
ネ
ル
に
よ
る
薬
物
乱
用
防
止
ク

イ
ズ
、
ま
た
子
供
た
ち
を
対
象
に
し

た
「
ホ
ゴ
ち
ゃ
ん
」
お
絵
書
き
コ
ー

ナ
ー
に
は
、
大
勢
の
参
加
が
あ
り
、

色
鉛
筆
、
ホ
ゴ
ち
ゃ
ん
せ
ん
べ
い
や

ホ
ゴ
ち
ゃ
ん
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
を
袋

に
入
れ
て
配
付
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
毎
回
好
評
の
、
み
か
ん
の

目
方
当
て
コ
ー
ナ
ー
で
は
子
供
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
幅
広
い
参
加
を
い

た
だ
き
大
盛
況
の
う
ち
に
終
え
ま

し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、ぬ
い
ぐ
る
み
の「
ホ

ゴ
ち
ゃ
ん
」
や
「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
君
」

と
握
手
し
た
り
、
一
緒
に
写
真
を
撮
っ

た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

屋
外
で
は
、
愛
知
県
警
か
ら
薬
物
乱

用
防
止
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
の
中
で
は
薬
物
害

の
実
態
写
真
等
の
展
示
が
あ
り
、
途
中

か
ら
小
雨
の
降
る
中
、
約
三
〇
〇
名
の

来
場
者
が
薬
物
の
恐
ろ
し
さ
を
確
認
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

   （
犯
罪
予
防
部
会
長　

山
盛
和
美
）薬物乱用防止キャラバンカー

薬物乱用防止クイズとみかん目方当て ホゴちゃんと写真撮影

ホゴちゃんお絵かきコーナー
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　　育
成
指
導
部
会
に
つ
い
て

　
　
　
　
部
会
長　

松

岡

直

治

　

育
成
指
導
部
会
は
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会(Big 

Brothers and Sisters M
ovem

ent

の

略)

、
協
力
雇
用
主
、
社
会
貢
献
活
動

を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

社
会
貢
献
活
動
は
、
保
護
観
察
中
の

人
が
、
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
活
動
を

通
じ
て
更
生
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
制
度
で
、
南
保
護
区
で
は
大
江
川
緑

地
の
清
掃
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

協
力
雇
用
主
は
、
犯
罪
や
非
行
を
し

た
人
の
自
立
及
び
社
会
復
帰
に
協
力
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
犯
罪
や
非
行

を
し
た
人
を
雇
用
し
、
又
は
雇
用
し
よ

う
と
す
る
事
業
主
の
方
々
で
す
。

　

名
古
屋
南
地
区
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
は
非
行

少
年
等
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
少
年
に

「
兄
」や「
姉
」の
よ
う
な
立
場
で
接
し
、

一
緒
に
悩
み
、
一
緒
に
学
び
、
一
緒
に

楽
し
む
こ
と
を
通
じ
、
少
年
の
立
ち
直

り
や
自
立
を
支
援
し
非
行
防
止
活
動
を

行
う
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。

　

南
区
民
ま
つ
り
に
お
い
て
保
護
司

会
ブ
ー
ス
で
、
ホ
ゴ
ち
ゃ
ん
の
着
ぐ

る
み
、
お
絵
か
き
コ
ー
ナ
ー
や
啓
発

テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
の
配
布
に
協
力
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
　
保
護
司
に
な
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
間
宮
伸
恵

　

私
は
五
〇
歳

で
保
護
司
を
拝

命
い
た
し
ま
し

た
。
仕
事
内
容

な
ど
は
充
分
に

理
解
し
た
上
で

の
委
嘱
で
し
た
が
、
講
習
会
、
研
修
会

等
重
ね
る
う
ち
、
保
護
司
活
動
が
と
て

も
重
要
で
難
し
い
仕
事
で
あ
る
こ
と
に

身
の
引
き
し
ま
る
思
い
を
し
た
の
を
覚

え
て
い
ま
す
。

　

以
後
定
年
ま
で
の
二
十
八
年
間
、
少

年
か
ら
高
齢
者
ま
で
多
く
の
対
象
者
と

向
き
合
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
特
に
年

代
の
違
う
人
に
は
、
如
何
に
し
て
本
人

の
気
持
ち
に
寄
添
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス
が

で
き
る
か
、
未
熟
な
私
に
と
っ
て
良
い

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

嬉
し
か
っ
た
話
を
一
つ
ご
紹
介
し
ま

す
。
中
学
生
の
少
年
で
し
た
。
立
派
に

更
生
し
三
人
の
子
供
を
連
れ
て
我
が

家
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
本
当
に
嬉
し

か
っ
た
で
す
。「
保
護
司
冥
利
に
尽
き

る
」
と
は
こ
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
し

た
。

　

令
和
二
年

十
一
月
に
保

護
司
を
拝
命

し
、
現
在
三

年
目
に
な
り

ま
す
。

　

最
初
お
話
を
頂
い
た
時
に
「
は
た
し

て
私
に
務
ま
る
の
だ
ろ
う
か
？
」
と
、

不
安
で
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

頂
い
た
冊
子
な
ど
を
読
ん
で
い
て
も
、

わ
か
ら
な
い
こ
と
や
知
ら
な
か
っ
た
こ

と
の
多
さ
に
驚
き
ま
し
た
。

　

今
も
藤
井
会
長
の
も
と
、
学
び
や
気

づ
き
の
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。
月
に

活
動
で
き
る
時
間
は
限
ら
れ
て
は
お
り

ま
す
が
、
焦
ら
ず
に
そ
の
時
で
き
る
こ

と
を
や
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
こ
の
機
会
を
与
え
て
く
だ

さ
っ
た
方
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
ご
縁
が
な
か
っ
た
ら
、 

一
生

「
保
護
司
」
と
い
う
存
在
を
知
ら
ず
に

過
ご
し
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

一
歩
一
歩
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
新

任
保
護
司
と
し
て
の
成
長
を
温
か
く
見 

守
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。 

　

呼
続
学
区
は
、
旧
東
海
道
が
走
り
笠

寺
ま
で
の
少
し
細
長
い
学
区
で
あ
り
ま

す
。
太
古
は
松
巨
島
（
ま
つ
こ
じ
ま
）

と
、
呼
ば
れ
た
島
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
閑
静
な
町
並
で
、
熊
野
三

社
に
は
松
巨
島
の
碑
、
白
毫
寺
に
は
万

葉
の
古
歌
に
も
詠
わ
れ
た
年
魚
市
潟

（
あ
ゆ
ち
が
た
）
の
碑
、
桃
山
時
代
の

様
式
を
残
す
富
部
神
社
等
、
社
寺
、
史

跡
が
多
く
あ
る
学
区
で
も
あ
り
ま
す
。

　

又
、
旧
東
海
道
よ
り
も
古
い
、
鎌
倉

海
道
が
あ
り
、
京
都
か
ら
鎌
倉
へ
と
交

通
が
頻
繁
と
な
り
、
旅
人
達
は
そ
こ

に
湧
き
出
る
泉
（
あ
ゆ
ち
水
と
称
せ
ら

れ
、
後
世
愛
知
の
語
源
と
云
わ
れ
る
）

で
喉
を
潤
し
旅
の
疲
れ
を
癒
し
て
い
た

そ
う
で
す
。
今
は
遠
方
よ
り
旧
東
海
道

を
散
策
す
る
人
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

皆
様
も
是
非
一
度
、
寺
社
、
史
跡
巡
り

を
楽
し
ん
で
み
て
下
さ
い
。

　
呼
続
学
区
の
紹
介

　
　
　
　
　
　
小
鹿
久
仁
芳

　
　
退
任
に
あ
た
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
各
務
紀
子

あゆちがたの碑
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社
会
を
明
る
く
す
る
運
動 

作
文
コ
ン
テ
ス
ト

 コロナ禍のため、ご紹介できませんでしたが令和２年度、令和３年度の ” 社会を
明るくする運動 ” 作文コンテストにおいて南区の小学生、中学生の生徒さんが優秀
な成績を収められましたのでご紹介します。
　” 社会を明るくする運動 ” 作文コンテストは、次代を担う小中学生に、日常の家
庭生活や学校生活の中で体験したことを基に、犯罪や非行のない地域社会づくりな
どについて考えたことや感じたことを作文に書くことを通じて、社会を明るくする
運動に対する理解を深めてもらうことを目的としています。
　毎年、各小中学校の児童、生徒さんから作文を募集しています。

■ 第 71 回 作文コンテスト（令和３年度）

　中日新聞社賞受賞
　　大磯小学校　福 岡 華 梨さん（当時 6 年生）
　　　　　　　　　『そのモヤモヤ、ためないで』

■ 第 70 回 作文コンテスト（令和 2 年度）

　愛知県推進委員会委員長賞受賞
　　大磯小学校　大 坪 優 月さん（当時 6 年生）

　　　　　　　　　『ほわっと言葉』
　　明豊中学校　田 中 七 那 葉さん（当時１年生）
　　　　　　　　　『一人ひとりが相手の気持ちになって』

福岡さんの作文

田中さんの作文

大坪さんの作文

田中さん ( 左側）大坪さん

前列　福岡華梨さん　後列左から南区長、名古屋保護観察所民間活動支援専門官
　　　　　　　　　　中日新聞編集局文化芸能部長、南保護区保護司会長

令和３年 12 月 24 日
南区役所にて表彰状伝達式

令和 3 年 1 月 8 日 南区役所にて
表彰状伝達式
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更
生
保
護
女
性
会
は
三
つ
の
柱
「
更

生
保
護
活
動
、
非
行
防
止
活
動
、
子
育

て
支
援
活
動
」
を
軸
に
犯
罪
や
非
行
の

な
い
明
る
い
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、

保
護
司
会
や
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
と
協
働
し
な
が

ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

更
女
会
は
発
足
二
十
五
年
を
迎
え
、

現
在
は
二
十
八
名
と
少
人
数
で
は
あ
り

ま
す
が
活
動

の
一
環
と
し

て
大
江
川
緑

地
の
清
掃
や

更
生
保
護
法

人
立
正
園
で

の
行
事
に
参

加
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

以
前
は
区
役
所
内
で
の
「
子
育
て
支

援
」
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
が
コ
ロ
ナ

禍
で
中
止
に
な
り
、
再
び
始
動
し
ま
し

た
が
幼
児
の
参
加
も
減
り
活
動
の
方
向

を
変
え
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
活
動
も
徐
々
に
戻
り
つ
つ

あ
る
中
で
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
い
皆

様
の
御
協
力
、
御
参
加
を
期
待
し
な
が

ら
会
を
運
営
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

︷ 　
ひ
・
と
・
や
・
す
・
み

　
　
　
　
　
田
中
正
子

　
人
参
の
豚
肉
ロ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

材
料
（
２
人
分
）

　

豚
も
も
う
す
切
肉
…
…
…
12
枚

　

人
参　

大
１
本

　

片
栗
粉　

適
量

　

サ
ラ
ダ
油　

大
さ
じ
１
（
弱
）

　

酒　

大
さ
じ
１

　
　
　

砂
糖　

…
…
…
…
大
さ
じ
１

Ⓐ　
　

し
ょ
う
ゆ
…
…
…
大
さ
じ
2

　
　
　

酢　

…
…
…
…
…
大
さ
じ 

２

　
　

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー　
　

1/4　

　
　

塩　
　
　
　
　

適
量

　

※
塩
二
つ
ま
み
を
入
れ
茹
で
る

作
り
方

①
人
参
は
水
洗
い
し
て
汚
れ
た
部
分
の
皮
を
む

　

き
長
さ
５
～
６
㎝
に
カ
ッ
ト
し
ス
ラ
イ
サ
ー

　

な
ど
で
細
切
り
（
縦
に
）
す
る
。

②
豚
肉
は
一
枚
づ
つ
広
げ
三
枚
一
組
に
し
て

　

少
し
づ
つ
重
ね
て
縦
長
に
置
い
た
ら
手
前
に

　

①
の
細
切
り
人
参
の
1/4
量
を
手
で
ぎ
ゅ
っ
と

　

抑
え
な
が
ら
豚
肉
を
手
前
か
ら
き
つ
く
巻
い

　

て
い
く
。
…
四
本
作
る

③
②
の
豚
肉
に
う
す
く
片
栗
粉
を
全
体
に
ま
ぶ

　

す
。

④
フ
ラ
イ
パ
ン
に
サ
ラ
ダ
油
大
さ
じ
１
を
中
火

　

で
熱
し
③
の
巻
き
終
わ
り
を
下
に
し
並
べ
て

　

置
い
た
ら
一
本
一
本
こ
ろ
が
し
な
が
ら
軽
く

　

こ
げ
色
が
つ
く
程
焼
く
（
１
～
２
分
）

⑤
う
す
く
焼
き
色
が
つ
い
た
ら
弱
火
に
し
ふ
た

　

を
し
て
さ
ら
に
１
～
２
分
蒸
し
焼
き
に
す
る
。

⑥
⑤
に
酒
を
全
体
に
ふ
り
か
け
調
味
料
Ⓐ
を
加

　

え
た
ら
全
体
こ
ろ
が
し
な
が
ら
手
早
く
か
ら

　

め
れ
ば
出
来
上
が
り
。
一
本
を
斜
め
切
り
三

　

等
分
し
器
に
盛
る
（
フ
ラ
イ
パ
ン
の
ソ
ー
ス

　

は
上
か
ら
か
け
る
）

⑦ 

自
分
好
み
の
緑
黄
色
野
菜
を
添
え
て
い
た
だ

　

く
。

名
古
屋
南
地
区
B
B
S
会
の
紹
介

　
　
　
　

 　

会
長　

柄
澤
悠
太
郎

　

私
た
ち
名
古
屋
南
地
区
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会

は
現
在
十
二
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
施

設
訪
問
（
立
正
園
や
少
年
院
な
ど
）
な

ど
多
岐
に
わ
た
り
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
会
員
の
多
く
は
社
会
人
で
あ

り
学
生
さ
ん
は
少
な
い
で
す
が
年
齢

の
垣
根
を
越
え
て
皆
さ
ん
で
協
力
し

な
が
ら
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
豊
田
市
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
の
会
員

さ
ん
も
名
古
屋
南
地
区
の
活
動
に
参

加
し
て
下
さ
り
良
い
活
動
を
す
る
こ

と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

最
近
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
少
な
く

な
っ
て
き
て
徐
々
に
活
動
を
復
活
さ

せ
て
い
ま
す
が
、
活
動
の
頻
度
は
ま
だ

ま
だ
少
な
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
活
動
の
頻
度
を
増
や　

し
て
い
き
、

少
年
た
ち
に

と
っ
て
、
よ

り
良
い
と
も

だ
ち
に
な
れ

る
よ
う
に
取

り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
更
生
保
護
女
性
会
の
活
動

　

 　
　
　
　
　

会
長　

田
中
正
子

︷︷

南区民まつりに参加
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瑞
宝
双
光
章

　
　
　
　
　

山
田　

忠
志
（
令
和
二
年
春
）

　
　
　
　
　

藤
井　

一
夫
（
令
和
二
年
秋
）

　
　
　
　
　
大
矢　

博
一
（
令
和
五
年
春
）

藍
綬
褒
章

　
　
　
　
　

各
務　

紀
子
（
令
和
二
年
春
）

　
　
　
　
　

田
中　

正
子
（
令
和
三
年
春
）

　
　
　
　
　

森　

須
美
子
（
令
和
三
年
秋
）

法
務
大
臣
表
彰　
　
　

　
　
　
　
　

細
江　
　

正
（
令
和
二
年
度
）

　
　
　
　
　

石
濱　

晴
康
（
令
和
四
年
度
）

全
国
保
護
司
連
盟
理
事
長
表
彰　
　

　
　
　
　
　

石
濱　

晴
康
（
令
和
二
年
度
）

中
部
地
方
更
生
保
護
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

委
員
長
表
彰

　
　
　
　
　

大
倉　

光
晴
（
令
和
三
年
度
）

　
　
　
　
　

小
川　

正
幸
（
令
和
三
年
度
）

　
　
　
　
　

榊󠄀
原　

豊
晃
（
令
和
三
年
度
）

　
　
　
　
　

淺
井　

隆
宏
（
令
和
四
年
度
）

中
部
地
方
保
護
司
連
盟
会
長
表
彰

　
　
　
　
　

植
田　

恵
子
（
令
和
二
年
度
）

　
　
　
　
　

杉
原　
　

晃
（
令
和
二
年
度
）

　
　
　
　
　

深
谷　

明
宏
（
令
和
三
年
度
）

　
　
　
　
　

山
田　
　

宏
（
令
和
三
年
度
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

受
彰
（
章
）
者

令
和
二
年
五
月
二
四
日

　
　
　

大
丁　

基
生　
（
豊
田
学
区
）

　
　
　

稲
熊　

久
子　
（
呼
続
学
区
）

　
　
　

荒
川　

輝
子　
（
星
崎
学
区
）

　
　
　

山
田　

忠
志　
（
宝
学
区
）

令
和
二
年
十
一
月
二
四
日

　
　
　

柴
田　

康
行　
（
呼
続
学
区
）　

　
　
　

各
務　

紀
子　
（
星
崎
学
区
）

令
和
四
年
五
月
二
四
日
付

　
　
　

久
野　

宏
紀　
（
宝
学
区
）

令
和
四
年
七
月
三
一
日

　
　
　

田
中　

正
子　
（
大
磯
学
区
）

令
和
三
年
二
月
十
五
日

　
　
　

二
村　

正
夫　
（
笠
東
学
区
）

退
任
保
護
司
の
紹
介

令
和
五
年
六
月
二
四
日
発
行

南
保
護
区
保
護
司
会

　
　
　
　
　
　

広
報
情
報
部
会

名
古
屋
市
南
区
前
浜
通
三-

一
〇

　

南
区
役
所
区
政
部
総
務
課
内

  

電
話  

〇
五
二-

八
二
三-

九
三
一
二

　
F
A
X　
〇
五
二
‐
八
一
一
‐
六
三
六
〇　
　

　
　
　
　
　

横
井　

良
典
（
令
和
三
年
度
）

　
　
　
　
　

鏡
味　

道
子
（
令
和
三
年
度
）

　
　
　
　
　

清
水
力
樹
也
（
令
和
四
年
度
）

愛
知
県
知
事
感
謝
状

　
　
　
　
　

岡
庭　

邦
彦
（
令
和
四
年
度
）

名
古
屋
保
護
観
察
所
長
表
彰

　
　
　
　
　

西
澤　

博
文
（
令
和
三
年
度
）

　
　
　
　
　

國
枝　

久
伸
（
令
和
三
年
度
）

　
　
　
　
　

久
野　

三
月
（
令
和
三
年
度
）

　
　
　
　
　

中
村
実
知
子
（
令
和
四
年
度
）　

名
古
屋
保
護
観
察
所
長
感
謝
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
家
族
功
労
）

　
　
　
　
　

岡
庭　

典
子
（
令
和
二
年
度
）

　
　
　
　
　

松
岡
美
矢
子
（
令
和
二
年
度
）

　
　
　
　
　

石
濱
し
げ
よ
（
令
和
三
年
度
）

　
　
　
　
　

細
江
登
美
子
（
令
和
三
年
度
）

　
　
　
　
　

久
野　

日
惠
（
令
和
三
年
度
）　
　

愛
知
県
保
護
司
会
連
合
会
長
表
彰

　
　
　
　
　

中
村
実
知
子
（
令
和
二
年
度
）

　
　
　
　
　

小
鹿
久
仁
芳
（
令
和
三
年
度
）

　
　
　
　
　

寺
澤　
　

太
（
令
和
三
年
度
）

　
　
　
　
　

小
杉　

正
人
（
令
和
三
年
度
）

　
　
　
　
　

成
田　

由
巳
（
令
和
四
年
度
）

　
　

新
任
保
護
司
の
紹
介

令
和
二
年
十
一
月
二
五
日

　
　
　

間
宮　

伸
恵　
（
宝
学
区
）

　
　
　

田
中
研
一
郎　
（
宝
南
学
区
）

令
和
三
年
五
月
二
五
日

　
　
　

鬼
頭　

恵
介　
（
呼
続
学
区
）

　
　
　

堀
口
三
千
代　
（
大
磯
学
区
）

　
　
　

藤
田　

健
司　
（
大
磯
学
区
）

　
　
　

為
井　

正
雄　
（
笠
東
学
区
）

　
　
　

青
山　

道
乃　
（
桜
学
区
）

令
和
三
年
十
一
月
二
五
日

　
　
　

元
木　

広
行　
（
明
治
学
区
）

　
　
　

田
中　

俊
幸　
（
笠
東
学
区
）

　
　
　

鈴
木　

利
夫　
（
大
生
学
区
）

令
和
四
年
五
月
二
五
日

　
　
　

福
岡　

建
太　
（
大
生
学
区
）

令
和
四
年
十
一
月
二
五
日

　
　
　

伊
藤　

照
泰　
（
桜
学
区
）

令
和
五
年
五
月
二
五
日

　
　
　

菅
井
三
枝
子　
（
大
磯
学
区
）

　
　
　

伊
藤　

亜
子　
（
道
徳
学
区
）

御
　
逝
　
去

保
護
司 

募
集
中

地
域
で
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

保
護
司
に
つ
い
て
詳
し
く
お
知
り

に
な
り
た
い
方
は
左
記
へ
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

南
区
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ひ
ま
わ
り

　
　
　
電
話  

〇
五
二-
六
〇
二-

五
〇
二
〇


